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角を挟む相似 

 

 下の図において四角形ＡＤＥＦは辺ＡＤとＥＦが平行な台形です。また，ＤＧとＦＨの長さは等しくなっ

ています。このとき，ＡＩとＩＣの長さの比を求めなさい。 
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角を挟む相似 ２：７ 

 

 図①において影をつけた三角形ＡＤＣとＦＥＣは（４９＋６１.２５）：６１.２５＝９：５の相似ですから，

辺ＦＥの長さは６３×
５

９
＝３５（㎝）です。 

 

   図① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図②においてあみ目部分の三角形ＡＤＢとＤＥＦは，角Ｄと角Ｅの大きさが等しく， 

６３：４５＝４９：３５＝７：５であることから，ＡＤ：ＤＢ＝ＤＥ：ＥＦとなって，等しい角を挟む２辺

の長さの比が等しいので，相似です。相似比は６３：４９＝９：７なので，面積比は 

（９×９）：（７×７）＝８１：４９です。ＤＧとＦＨの長さが等しいことから，ＡＢとＤＥの長さの比は面

積比に等しく８１：６３なので，ＡＢの長さは８１㎝です。よって，ＤＦの長さは８１×
７

９
＝６３（㎝）で

す。 

 

   図② 

 

 

 

 

 

 

 

  

最難関問題 

Ａ 

   
45㎝ 49㎝ 

63㎝ 

61.25 ㎝ 
Ｂ 

Ｆ 

Ｃ 
Ｄ Ｅ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 

Ａ 

   
45㎝ 49㎝ 

63㎝ 

61.25 ㎝ 

35㎝ 

Ｂ 

Ｆ 

Ｃ 
Ｄ Ｅ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 



https://jukensansuu.org 

 

 以上より，図③において影をつけた三角形ＤＡＦはＤＡ＝ＤＦの二等辺三角形ですから， 

ＡＩ：ＩＦ＝１：１です。また，ＡＦ：ＦＣ＝（９－５）：５＝４：５なので，比をそろえて 

ＡＩ：ＩＣ＝２：７です。 

 

   図③ 

 

 

 

 

 

 

 

最難関問題 

Ａ 

   
45㎝ 49㎝ 

63㎝ 

61.25 ㎝ 

35㎝ 

 
81㎝ 

63㎝ 

Ｂ 

Ｆ 

Ｃ 
Ｄ Ｅ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 


